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平成１６年３月期  第１四半期業績の概況（連結）        

平成１５年８月１１日

上場会社名  南海プライウッド株式会社
    （コード番号：７８８７　大証第２部）

（ＵＲＬ　http://www.nankaiplywood.co.jp/　） 

代   表   者   役職・氏名   代 表 取 締 役 社 長           丸 山   徹

問合せ責任者   役職・氏名   常務取締役経理部長  田 井  雅 士        （ＴＥＬ：（０８７）８２５－３６１５）

１　四半期業績の概況の作成等に係る事項
 
 売上高の会計処理の方法の最近連結会計年度に
おける認識の方法との相違の有無 ：　無

２　平成１６年３月期第１四半期業績の概況（平成１５年４月１日　～　平成１５年６月３０日）
（１）売上高
               （注）金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

百万円       　　　％

１６年 ３月期第１四半期             3,005    （  －  ）

１５年 ３月期第１四半期              －      （  －  ）

(参考)１５年３月期            13,471    

        （注）1. 売上高は，当第１四半期までの累計値であります。
   パーセント表示は，前年同期比増減率を示しております。

      2. 当第１四半期より連結四半期業績の開示を行っているため、前年第１四半期実績
         及び増減率につきましては記載をしておりません。

（３）当該四半期における上場会社の属する企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象

［売上高に関する補足説明］

  当第１四半期におけるわが国経済は、株価等に多少の明るさは見えてきたものの、改善の見られない雇

用情勢やデフレの長期化により、前期に引き続き厳しい状況で推移いたしました。

  このような状況下、当第１四半期の新設住宅着工戸数は 313 千戸（前年同期比 102.2％）となりました。

なお、住宅着工戸数と内装材の出荷量との間には約３ヶ月のタイムラグがあります。従って、第２四半期

の業績は、この効果により順調に推移するものと考えております。

  このような状況の中、当社及び当社グループの第１四半期の売上高は、おおむね予想どおりに推移いた

しました。

  セグメント別の状況といたしましては、木材関連事業が 2,661 百万円、電線関連事業が 344 百万円とな

りこの結果として、連結売上高は 3,005 百万円となりました。
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（２）当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象

３　平成１５年３月期の連結業績予想（平成１５年４月１日　～　平成１６年３月３１日）

予 想 売 上 高       予想経常利益       予想当期純利益
１株当たり予
想当期純利益

百万円 百万円 百万円 円　　銭

中　　　間　　　期        6,635          165          115          11  40

通　　　　　　　期       13,420          460          300          29  74

（注）業績予想につきましては、様々な不確定要素が内在しており、実際の業績はこれらの数値と異なる
     場合があります。

以上

［業績予想に関する定性的情報等］

   当第１四半期の売上高はおおむね当初予想通りに推移しており、業績予想に修正はありません。

［概要］

   該当する事象は特に発生しておりません。


